
三
月
定
例
会
で
は
、
平
成

十
七
年
度
の
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
・
病
院
事
業
会
計
の

当
初
予
算
が
提
案
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

施
政
方
針
で
は
、
十
七
年

度
は
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
本
市
独
自
の
ま
ち
づ
く

り
を
市
民
と
の
協
働
に
よ
り

さ
ら
に
推
し
進
め
て
い
く
年

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

十
七
年
度
の
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
は
、「
改
訂
基
本

計
画
の
推
進
」「
行
政
改
革

の
推
進
」「
市
民
と
協
働
の

行
政
運
営
」「
民
間
活
力
と

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
」

な
ど
六
つ
の
基
本
方
針
を
定

め
、
こ
れ
ら
を
念
頭
に
予
算

編
成
に
努
め
た
こ
と
が
表
明

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
十
七
年

度
は
、新
平
塚
市
総
合
計
画
・

改
訂
基
本
計
画
第
三
次
実
施

計
画
の
中
間
年
度
で
あ
り
、

十
六
年
度
に
お
け
る
計
画
事

業
の
進
捗
状
況
を
把
握
、
分

析
し
、
時
代
の
流
れ
を
的
確

に
と
ら
え
、
今
後
の
見
通
し

を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、

適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
七
年
度
当
初
予
算
で
は
、

本
市
の
財
政
状
況
は
、
企
業

業
績
の
回
復
に
伴
う
市
税
収

入
の
増
加
や
行
政
改
革
に
よ

る
人
件
費
の
削
減
お
よ
び
公

債
費
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
に
伴

う
扶
助
費
や
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
な
ど
、
経
常
的
経
費

の
急
速
な
伸
び
に
よ
り
厳
し

い
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
十
七
年
度
の

一
般
会
計
当
初
予
算
は
七
三

八
億
二
○
○
○
万
円
、
前
年

度
当
初
予
算
対
比
九
・
四
％

減
、
特
別
会
計
の
全
体
予
算

は
九
六
一
億
七
六
六
九
万
八

○
○
○
円
、
同
二
○
・
六
％

増
、
病
院
事
業
会
計
の
予
算

は
一
一
二
億
七
三
○
○
万

円
、同
一
・
六
％
増
と
な
り
、

全
会
計
で
は
一
八
一
二
億
六

九
六
九
万
八
○
○
○
円
、
同

五
・
二
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

総
合
計
画
審
議
会
は
、
市

内
各
層
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、

本
市
の
将
来
像
や
政
策
な
ど

を
審
議
し
ま
す
。

今
回
、
次
期
総
合
計
画
を

策
定
す
る
に
当
た
り
、
市
民

の
意
見
を
本
市
の
総
合
計
画

に
反
映
し
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
総
合
計
画
審
議
会

委
員
の
定
数
は
現
行
の
二
三

人
以
内
と
し
て
市
民
を
三
人

加
え
、
委
嘱
任
期
を「
一
年
」

か
ら
「
委
嘱
の
日
か
ら
諮
問

に
係
る
審
議
の
終
了
の
日
」

ま
で
と
す
る
平
塚
市
総
合
計

画
審
議
会
条
例
の
一
部
改
正

が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し

た
。議

会
で
は
、
総
務
経
済
常

任
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
同
委
員
会

で
は
議
案
に
関
す
る
資
料
提

出
を
求
め
て
審
査
を
中
断
し

ま
し
た
が
、
全
員
異
議
な
く

可
決
し
、
定
例
会
最
終
日
の

本
会
議
で
も
本
条
例
案
を
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
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平
成
十
七
年
市
議
会
三
月
定
例
会
は
、
二
月
二
十

二
日
か
ら
三
月
二
十
二
日
ま
で
、
会
期
二
九
日
間
で

開
催
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
新
た
に
「
紅
谷
町
ま
ち
か
ど
広

場
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
す

る
議
案
を
は
じ
め
、
平
塚
市
民
病
院
に
係
る
非
紹
介

患
者
の
初
診
時
特
定
療
養
費
の
額
を
改
め
る
「
平
塚

市
民
病
院
の
診
療
費
そ
の
他
の
費
用
の
徴
収
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
や
、
平
成
十
七

年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
・
病
院
事
業
会
計
の
各

当
初
予
算
の
案
件
な
ど
、
三
四
案
件
が
市
長
か
ら
提

案
さ
れ
、
報
告
を
除
く
三
三
議
案
を
審
議
し
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
の
会
議
案
で
は
、「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・

Ｆ
Ｔ
Ａ
農
業
交
渉
及
び
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
の
見
直
し
に
関

す
る
意
見
書
」
や
「
水
源
環
境
保
全
税
（
仮
称
）
に

関
す
る
意
見
書
」
の
会
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
事
業
で
市

内
紅
谷
町
の
旧
太
陽
神
戸
銀

行
跡
地
に
整
備
を
進
め
て
い

た「
紅
谷
町
ま
ち
か
ど
広
場
」

に
つ
い
て
、
市
民
、
商
店
会

そ
の
他
団
体
の
多
彩
な
活
動

を
通
し
て
中
心
商
店
街
の
魅

力
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、

活
性
化
を
図
る
た
め
の
広
場

と
し
て
設
置
し
、
そ
の
管
理

運
営
等
に
つ
い
て
必
要
な
事

項
を
規
定
す
る
た
め
、
市
長

か
ら
新
た
に
条
例
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

条
例
の
主
な
内
容
は
、
使

用
の
許
可
、
占
用
の
許
可
、

権
利
の
譲
渡
等
の
禁
止
、
使

用
料
等
、
原
状
回
復
義
務
、

損
害
賠
償
な
ど
に
つ
い
て
で

あ
り
、
こ
の
広
場
の
使
用
料

は
、
露
店
は
一
平
方
�
に
つ

き
一
日
二
〇
〇
円
、
常
時
、

業
と
し
て
行
う
写
真
撮
影
は

撮
影
機
一
台
に
つ
き
一
日
五

〇
〇
円
、
臨
時
に
会
費
を
徴

収
し
て
行
う
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
撮
影
会
は
一
日
二
〇
〇
〇

円
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
で
は
本
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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総
合
計
画
審
議
会

条
例
の
一
部
改
正

現
定
数
で
市
民
枠
設
置

審議の概要一
般
会
計

前
年
度
比
９
・
４
％
減

七
三
八
億
円
余
を
計
上

古紙配合率１００％再生紙を使用しています

園園庭庭でで遊遊ぶぶ子子供供たたちち（（吉吉沢沢保保育育園園））

紅
谷
町
ま
ち
か
ど
広
場

使
用
料
等
管
理
運
営
の
詳
細
決
ま
る

紙 面 の 構 成 の
ご 案 内

３月定例会 議案の審議結果……１面
行財政全般…………………………２面
行財政全般・経済…………………３面
まちづくり…………………………４面
防災・環境…………………………５面
福祉…………………………………６面
発言通告……………………………７面
教育…………………………………８面
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